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研究成果の概要（和文）：近現代中国の伝統芸能について、華北地域の冀東系皮影戯・京劇・相声、および江南地域の
皖南皮影戯・宣巻を対象として、その形成と変容・都市と農村を結ぶ伝統芸能のネットワーク構造・これら伝統芸能を
支える社会経済背景・その芸能文化と地域性などの問題を解明し、また関連するデジタルアーカイブの作成・公開を行
った。

研究成果の概要（英文）：This study is about traditional theatres in modern China which mainly focus on the
 shadow plays of Eastern Hebei province, Peking Opera and Stand-up comedy in Northern China; the shadow pl
ays of South Anhui province and Xuanjuan in Southern  China. In this study, we have clarified the structur
e of Chinese traditional theatre by analyzing its formation, development and its connections between urban
  and rural areas. We also have analyzed the social and economic background that these traditional theatre
s were born and their local characters. And a digital archive concerned the study above was made and publi
shed on the website.
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１．研究開始当初の背景 
 中国の伝統芸能に関する研究は、1980 年
代以降、我が国において農村祭祀芸能に対す
る演劇史・文化人類学的調査が進展し、また
中国において地方芸能の調査・整理が進んだ
こととあいまって、新たな伝統芸能像が描き
出されている。一方、各地の伝統芸能のあり
方の解明が進むにつれて、それら個別の事象
を相互に結びつける、地域内および地域間の
ネットワーク構造の解明が新たな課題とし
て浮上している。 
 かかる認識に立ち、研究代表者は科研費研
究「近代北方中国の芸能に関する総合的研究
―京劇と皮影戯をめぐって―」（平成 14～16
年度、基盤研究(B)、課題番号 14310204）お
よび「近現代華北地域における伝統芸能文化
の総合的研究」（平成 17～19 年度、基盤研究
(B)、課題番号 17320059）を通じて、華北地
域の文化的中心地たる北京と、その文化的後
背地の一つである山西・陝西地域の芸能文化
に関する研究を進め、近現代における都市芸
能と農村芸能との交流や地域に根ざした上
演・受容の実態を解明してきた。 
 本研究は、そうした従来の研究成果の蓄積
を踏まえて、改めて北京とその周辺地域、天
津市・河北省東部、および東北地方の芸能を
取りあげ、近現代における芸能の変容および
地域社会に支えられた芸能流通のネットワ
ーク構造を解明するものとして着想された。 
 一方、研究が一定程度蓄積したことで、北
方における芸能および芸能を支える社会・経
済背景の特色をあきらかにするために、南方、
とりわけ中国経済の中心である江南におけ
る芸能のあり方と比較検討する必要が生じ
ている。そのため本研究では、新たに江南地
域の芸能を取り上げる。研究分担者のうち、
二階堂・千田・山下は文部科学省科学研究費
特定領域研究「東アジアの海域交流と日本伝
統文化の形成（にんぷろ）」現地調査部門民
俗信仰班の、太田・佐藤は同じく海港地域班
の研究代表者もしくは研究分担者として、江
南地域の皮影戯・宣巻の研究を蓄積している
ので、本研究ではその成果を継承・発展させ、
江南地域の地域性に根ざした芸能のあり方
や上海などの大都市を核とするネットワー
ク構造を解明し、華北地域との相対化を試み
る。 
  
２．研究の目的 
  本研究は中国の北京周辺の華北地域およ
び江南地域の伝統芸能を対象に、以下の諸点
を解明する。 
(1)近現代における伝統芸能の形成・変容と現
状の調査・解明 
(2)都市と農村を結ぶ伝統芸能のネットワー
ク構造の解明 

(3)伝統芸能を支える社会経済背景の解明 
(4)華北地域と江南地域における芸能文化お
よび地域性の比較検討 
(5)伝統芸能デジタルアーカイブの構築 
 具体的には、北京周辺の華北地域（北京
市・天津市・河北省から東北地方までを視野
に含む）と、上海を中核とする江南地域（上
海市・江蘇省・浙江省・安徽省）の伝統芸能
の調査・研究を並行して進めるが、主たる研
究対象としては以下の伝統芸能を取り上げ
る。 
北京地域：京劇・皮影戯・相声 
江南地域：京劇・皮影戯・宣巻 
 研究の遂行に際しては、これらの芸能にと
どまらず、同地域で行われていた他の伝統芸
能（評劇・河北梆子や越劇・滬劇・灘簧・評
弾など）も視野に入れ、必要に応じて芸能間
の交流・影響関係や社会経済環境の相違など
についても検討する。また研究にあたっては、
特に西洋近代の流入および 20 世紀末以降の
市場経済化の影響について留意する。 
 最終的には、文学・演劇学・歴史学・宗教
学など様々な学術領域の知見を総合し、新た
な中国伝統芸能像を立体的に描出する。 
 
３．研究の方法 
  本研究では前述の目的を達成するため、
以下のような方法を採用した。 
(1)現地調査によるインタビューや文献・博物
資料収集と、文献資料調査とを相補的に進め
る 
(2)文学・歴史学・演劇学・宗教学などの知見
から分野横断的に調査研究を進める 
具体的には、北京市・遼寧省凌源・黒竜江省
哈爾浜・安徽省宣城の皮影戯、北京・上海の
京劇、北京・天津の相声、江蘇省呉江の宣巻
について、毎年、1～2 回の現地調査を実施し、
老芸人に対する聞き取り調査や上演の実態
調査を実施した。一方、インタビュー結果に
はさまざまな要因により誤りが入り込んで
いる危険性があるため、平行して先行研究お
よび地方誌・文史資料・雑誌記事・新聞記事、
皮影戯の台本、さらには檔案資料などの文献
資料の調査・収集を行った。また、皮影戯上
演の一次資料である影人（影絵人形）などの
博物資料の収集も進めた。 
 また、調査・研究の過程では、演劇学・文
学研究の視点から伝統芸能の実態および台
本の性質や芸能受容のあり方を、歴史学の視
点から政治史・地域社会史・社会経済史的な
背景を、また宗教学の視点から地域における
宗教・信仰的な背景を、それぞれ考究し、さ
らにそれぞれの研究分野からの知見・成果を
擦り合わせることで、各専門分野の研究方法
や思考様式の枠組みにとどまらず、伝統芸能
のありかたを総合的に把握することに留意



した。 
 現地調査の結果収集されたインタビュー
記録や文献資料は、テキストデータ・画像デ
ータとしてデジタル化し、インターネットを
通じて共有することで研究の効率化をはか
るとともに、そうした資料を研究成果論文と
あわせて公開することで、研究情報の発信を
行った。 
 
４．研究成果 
  本研究においては、上述の研究方法によ
って、実施期間中、芸人へのインタビュー・
上演環境の実地調査・文献資料の蒐集などを
中心とした現地調査を毎年定期的に展開し、
それによって従来知られていなかった多く
の有形・無形の考究材料を入手するとともに、
それらを用いた様々な検討・分析作業を行う
ことで、多くの研究成果を公表した。以下、
研究テーマごとにその概要を記す。 
(1)冀東系皮影戯研究。凌源・哈爾浜の現地調
査結果と文献資料調査を総合することで、従
来の研究では理解されていなかった様々な
要素を解明し得た。第一点として、発掘した
檔案資料を、インタビュー結果や台本資料と
比較検討することによって、中華人民共和国
成立後の 1950・60 年代における、冀東・遼
西地域の皮影戯の実態、および快板・現代皮
影戯などの位置づけを解明した。第二点とし
て、皮影戯台本（影巻）の具体的な運用方法
や、即興性について明らかにした。第三に、
哈爾浜を中心に行われる竜江皮影戯の形成
過程、および中華人民共和国成立後の児童皮
影戯導入におけるソ連の影響を解明した。ま
た、収集した多数の台本資料の影印出版を行
うとともに、インタビュー調査で得られた老
芸人のライフヒストリーを刊行した。 
(2)皖南影戯研究。インタビュー結果と先行文
献、および湖北・河南の皮影戯・芸能に関す
る先行研究を総合することによって、従来明
らかにされていなかった皖南皮影戯の芸能
としての特色、太平天国後の移民による皖南
皮影戯の伝播と形成、中華人民共和国成立以
降の変容の過程、「紀字頭」と呼ばれる台本
運用方法などの問題について解明した。また
冀東系皮影戯研究同様、インタビュー調査で
得られた老芸人のライフヒストリーを刊行
した。 
(3)宣巻研究。中華人民共和国成立後の地域社
会の変化、および無形文化遺産などの文化政
策が伝統芸能に及ぼした影響について、具体
的な解明を行った。 
(4)京劇研究。海外の視点を導入した古装新戯
の分析を行うことで、中華民国時期の近代化
による伝統演劇の変容を明らかにした。また
『順天時報』所載京劇上演広告記事のデータ
ベース化を進め、XML データとして仮公開

した。 
(5)相声研究。特に 2000 年代以降の急速な経
済発展のもと、相声が変容しつつ新たな市場
を開拓している状況を解明した。また、当該
分野の研究において重要なツールとなる、
『曲芸』総目録の作成と公開を行った。 
以上、口頭発表や論文執筆、また資料公開に
よって、①近現代における伝統芸能の形成・
変容と現状の調査・解明、②都市と農村を結
ぶ伝統芸能のネットワーク構造の解明、③伝
統芸能を支える社会経済背景の解明、④華北
地域と江南地域における芸能文化および地
域性の比較検討、⑤伝統芸能デジタルアーカ
イブの構築、という、本研究の研究目的を達
成することができた。 
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